
3.中津平野 
9.九州地方 

 
 

地形・地質 

中津平野は周防灘に面し，沖積低地・扇状地および洪積段丘からなります。沖積低

地と扇状地は河川沿いに発達し，各河川と扇状地に挟まれて段丘が発達します。 

地下水 

岩岳川・山国川・駅館川の沖積平野は，砂礫層からの揚水が可能で，寄藻川・桂川

下流の沖積低地では，自噴性の被圧地下水があります。洪積段丘の深層部を構成する

耶馬渓層には被圧地下水を含んでいます。 

中津平野の第四系の層序 

 



 

中津平野の水文地質図 

 

 

中津平野の模式断面図 

出典 日本の地下水（農業用地下水研究グループ,1986）（一部加筆） 

 「日本の地下水」では全国の地下水盆の概要が紹介されています。各地下水盆の概要を 

 紹介している頁と関連する論文等を、下記の Web ページで閲覧できます。 

  https://jagh.jp/activities/groundwater_database/（日本地下水学会） 

 

https://jagh.jp/activities/groundwater_database/

